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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　引き伸ばし可能な吸収性衣類であって、
　長さ方向において互いに反対側に位置する端と、幅方向に互いに反対側に位置する側部
領域とを有し、裏面シートと、上面シートと、前記裏面シートと前記上面シートとの間に
配置された保持部とを有する吸収性複合材を備え、前記裏面シートは、前記互いに反対側
に位置する側部領域の少なくとも一方に沿ってｚ字状に折り畳まれて形成された少なくと
も１つの折畳み部を備え、前記吸収性複合材は、少なくとも前記互いに反対側に位置する
端に沿って横方向に引き伸ばし可能であり、前記裏面シートの少なくとも１つの折畳み部
は、前記吸収性複合材の少なくとも前記互いに反対側に位置する端に沿って展開可能であ
り、
　さらに、
　前記吸収性複合材の前記互いに反対側に位置する端の一方に隣接する前記互いに反対側
に位置する側部領域に接続された一対の前身体パネルと、
　前記吸収性複合材の前記互いに反対側に位置する端の他方に隣接する前記互いに反対側
に位置する側部領域に接続された一対の背身体パネルと、
　弾性材料から形成され、前記裏面シートの両側端、上面シートの両側端、並びに／又は
前記一対の身体パネル及び前記一対の背身体パネルに、前記裏面シートの外側表面を覆う
ように取り付けられた引き伸ばし可能なカバーと
を備え、
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　前記引き伸ばし可能なカバーの弾性は、前記折畳み部がｚ字形状を維持する一助になる
とともに、前記カバーが前記吸収性複合体とともに伸びること可能にすることを特徴とす
る衣類。
【請求項２】
　前記保持部は、前記互いに反対側に位置する側部領域の少なくとも一方に沿って形成さ
れた少なくとも１つの折畳み部を備え、前記保持部の少なくとも１つの折畳み部は、前記
裏面シートの少なくとも１つの折畳み部と互いに折り込まれることを特徴とする請求項１
に記載の衣類。
【請求項３】
　前記裏面シートと前記保持部との各々は、少なくとも、前記裏面シート及び前記保持部
が互いに折り込まれた状態の折畳まれた構成と前記裏面シート及び前記保持部がほぼ平ら
な広げられた構成との間で横方向に引き伸ばし可能であり、前記吸収性複合材は、前記折
畳まれた構成にあるときに第１の幅を有し、かつ前記吸収性複合材は、前記広げられた構
成にあるときに第２の幅を有することを特徴とする請求項２に記載の衣類。
【請求項４】
　前記吸収性複合材の前記互いに反対側に位置する端を、前記広げられた構成まで独立し
て横方向に広げることができる一方で、前記吸収性複合材の少なくとも中間部分は、前記
折畳まれた構成のままとどまることを特徴とする請求項３に記載の衣類。
【請求項５】
　前記第２の幅と前記第１の幅との差を前記第１の幅で割ったものは、０．１より大きい
ことを特徴とする請求項３に記載の衣類。
【請求項６】
　前記前身体パネルと前記背身体パネルとの対は、その互いに反対側に位置する端に沿っ
て接合されて、一対の互いに反対側に位置する側部身体パネルを形成することを特徴とす
る請求項１に記載の衣類。
【請求項７】
　前記引き伸ばし可能なカバーは、１１．８ｇ／ｃｍの引張力がかけられたときに、少な
くとも約１ｃｍの伸びを与えることを特徴とする請求項１に記載の衣類。
【請求項８】
　前記引き伸ばし可能なカバーは、１９．７０ｇ／ｃｍの引張力がかけられ、該引張力が
除去されてから１分間弛緩されたときに、少なくとも約２０％の持続的変形を与えること
を特徴とする請求項１に記載の衣類。
【請求項９】
　前記上面シートは、前記裏面シート及び前記保持部と互いに折り込まれる少なくとも１
つの折畳み部を備えることを特徴とする請求項２に記載の衣類。
【請求項１０】
　前記上面シートは引き伸ばし可能であることを特徴とする請求項１に記載の衣類。
【請求項１１】
　前記上面シートは、１１．８ｇ／ｃｍの引張力がかけられたときに、少なくとも約１ｃ
ｍの伸びを与えることを特徴とする請求項１０に記載の衣類。
【請求項１２】
　前記上面シートは、１９．７０ｇ／ｃｍの引張力がかけられ、該引張力が除去されてか
ら１分間弛緩されたときに、少なくとも約２０％の持続的変形を与えることを特徴とする
請求項１０に記載の衣類。
【請求項１３】
　前記吸収性複合材の前記互いに反対側に位置する側部領域の一方の少なくとも一部に沿
って配置された弾性部材をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の衣類。
【請求項１４】
　前記裏面シートと前記保持部との間に配置された障壁層をさらに備えることを特徴とす
る請求項１に記載の衣類。
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【請求項１５】
　前記吸収性複合材の互いに反対側に位置する端に接続され該端に沿って横方向に延びる
弾性部材をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の衣類。
【請求項１６】
　前記前身体パネル及び背身体パネルの対は、弾性材料から形成されることを特徴とする
請求項１に記載の衣類。
【請求項１７】
　前記前身体パネル及び背身体パネルの各々は、前記吸収性複合材の前記互いに反対側に
位置する端の前記側部領域から横方向外側にそれぞれ延びることを特徴とする請求項１に
記載の衣類。
【請求項１８】
　引き伸ばし可能な吸収性衣類であって、
　長さ方向に互いに反対側に位置する端と、幅方向に互いに反対側に位置する側部領域と
を有し、裏面シートと、上面シートと、前記裏面シートと前記上面シートとの間に配置さ
れた保持部とを有する吸収性複合材を備え、
　前記裏面シートは、前記互いに反対側に位置する側部領域の各々に沿ってｚ字状に折り
畳まれて形成されたプリーツを備え、前記保持部は、前記互いに反対側に位置する側部領
域の各々に沿ってｚ字状に折り畳まれて形成されたプリーツを備え、前記裏面シートと前
記保持部との各々は、前記吸収性複合材の前記両端において、少なくとも、前記裏面シー
トのプリーツ及び前記保持部のプリーツが互いに折り込まれた状態の折畳まれた構成と前
記裏面シート及び前記保持部がほぼ平らな広げられた構成との間で横方向に引き伸ばし可
能であり、前記吸収性複合材は、前記折畳まれた構成にあるときに第１の幅を有し、かつ
前記吸収性複合材は、前記広げられた構成にあるときに第２の幅を有し、
　さらに、
　前記吸収性複合材の前記互いに反対側に位置する端の一方に隣接する前記互いに反対側
に位置する側部領域に接続された一対の前身体パネルと、
　前記吸収性複合材の前記互いに反対側に位置する端の他方に隣接する前記互いに反対側
に位置する側部領域に接続された一対の背身体パネルと、
　弾性材料から形成され、前記裏面シートの両側端、上面シートの両側端、並びに／又は
前記一対の身体パネル及び前記一対の背身体パネルに、前記裏面シートの外側表面を覆う
ように取り付けられた伸長可能なカバーと
を備え、
　前記引き伸ばし可能なカバーの弾性は、前記折畳み部がｚ字形状を維持する一助になる
とともに、前記カバーが前記吸収性複合体とともに伸びること可能にすることを特徴とす
る衣類。
【請求項１９】
　前記裏面シートは、前記吸収性複合材の長さ方向に延びることを特徴とする請求項１８
に記載の衣類。
【請求項２０】
　前記吸収性複合材の前記互いに反対側に位置する端を、前記広げられた構成まで独立し
て横方向に広げることができる一方で、前記吸収性複合材の少なくとも中間部分は、前記
折畳まれた構成のままとどまることを特徴とする請求項１８に記載の衣類。
【請求項２１】
　前記前身体パネルと前記背身体パネルの対は、その互いに反対側に位置する端に沿って
接合されて、一対の互いに反対側に位置する側部身体パネルを形成することを特徴とする
請求項１８に記載の衣類。
【請求項２２】
　前記上面シートは、前記保持部のプリーツの１つと互いに折り込まれるプリーツを備え
ることを特徴とする請求項１８に記載の衣類。
【請求項２３】
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　前記上面シートは引き伸ばし可能であることを特徴とする請求項１８に記載の衣類。
【請求項２４】
　前記裏面シートと前記保持部との間に配置された障壁層をさらに備えることを特徴とす
る請求項１８に記載の衣類。
【請求項２５】
　前記前身体パネル及び背身体パネルの対は、弾性材料から形成されることを特徴とする
請求項１８に記載の衣類。
【請求項２６】
　前記前身体パネル及び背身体パネルの各々は、前記吸収性複合材の前記互いに反対側に
位置する端の前記側部領域から横方向外側にそれぞれ延びることを特徴とする請求項１８
に記載の衣類。
【発明の詳細な説明】
【発明の詳細な説明】
【０００１】
（技術分野）
　本発明は一般に、吸収性衣類、特に引き伸ばし可能な吸収体部分を有する吸収性衣類と
、該衣類を製造し、用いる方法に関する。
【０００２】
（背景技術）
　吸収性衣類、特に使い捨て吸収性衣類は、裏面シートと、吸収性保持部と、上面シート
又はライナとを含むことが多く、保持部は裏面シートと上面シートとの間に挟み込まれる
。ある使い捨て吸収性衣類は、裏面シート、保持部、及び上面シートの各々に形成され相
互に折り込まれたプリーツを含む。プリーツは、衣類が液体を吸収するのに伴って広がり
、なおかつ広がって使用者の身体を囲むように配置される。したがって、プリーツは、使
用者の胴回りに適応するように配置しなければならず、その結果として、衣類の股領域に
バンチングが生じることがある。したがって、こうした衣類は、使用者に嵩張り感を与え
る。さらに、使用者の身体に隣接して置かれる相互に折り込まれた上面シートの折畳み部
は、使用者に途切れのない滑らかな表面を与えるのではなく、使用者を挟んだり拘束した
りする。
　他の吸収性衣類は、プリーツのついた裏面シート及び／又は上面シートのみを与え、単
一層の保持部がそれらの間に挟み込まれる。このように、保持部は、種々の液体に適応し
且つ衣類の吸収能力を増加させることができる付加的な折畳み部をもたない。したがって
、上述のような通常の衣類は、所望のレベルのフィット性、吸収性及び製造の容易さをも
たらすことができない。
【０００３】
（発明の開示）
　手短に述べると、１つの態様においては、本発明は、縦方向に延び横方向に引き伸ばし
可能であり且つ両側の端部と両側の側部領域とを有する吸収性複合材からなる吸収性衣類
に向けられている。吸収性複合材は、裏面シートと、上面シートと、裏面シートと上面シ
ートとの間に配置された保持部とを備える。１つの好ましい実施形態においては、裏面シ
ートと保持部との各々は、両側の側部領域の少なくとも一方に沿って形成された少なくと
も１つの折畳み部を備える。保持部の折畳み部は、裏面シートの折畳み部と互いに折り込
まれる。一対の前身体パネルが、吸収性複合材の相対する端の一方に隣接する複合材の両
側の側部領域に取り付けられる。一対の背身体パネルが、吸収性複合材の相対する端の他
方に隣接する複合材の両側の側部領域に取り付けられる。好ましい実施形態においては、
前身体パネルと背身体パネルは、接合されて一対の側部身体パネルを形成する。
【０００４】
　本発明の別の態様においては、吸収性衣類は、両側の側部領域を有する引き伸ばし可能
な裏面シートと、両側の側部を有する液体透過性の上面シートと、両側の側縁と或る面積
を定める外面とを有する保持部とを含む。保持部は、外面が裏面シートに面し、且つ裏面
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シート及び上面シートの両側の側部が該保持部の側縁を越えて延びるように、上面シート
と裏面シートとの間に配置される。上面シートの両側の側部は、保持部の両側において、
裏面シートの両側の側部に取り付けられる。裏面シートと上面シートの面積の好ましくは
３０％より少なく、より好ましくは１０％より少ない部分が、取り付けられる。さらに、
保持部の外面の面積の好ましくは３０％より少なく、より好ましくは外面の面積の１０％
より少ない部分が、裏面シートに取り付けられる。１つの好ましい実施形態においては、
上面シートは引き伸ばし可能である。別の好ましい実施形態においては、保持部の内面の
好ましくは３０％より少なく、より好ましくは内面の１０％より少ない部分が、上面シー
トに取り付けられる。１つの好ましい実施形態においては、保持部は、裏面シート又は上
面シートのいずれにも取り付けられず、むしろそれらの間で自由に浮動する。さらに別の
好ましい実施形態においては、保持部は少なくとも１つの折畳み部を含む。好ましくは、
裏面シート、より好ましくは裏面シートと上面シートは、脚開口部を形成するために取り
付けられた耳部を有する。この場合には、裏面シートと上面シートは、付加的な身体パネ
ルを必要とすることなく、吸収性衣類の全体を定める。
　本発明の別の態様においては、種々の吸収性衣類で体液を吸収する方法が提供される。
他の態様においては、吸収性衣類を組み立てる方法が提供される。
【０００５】
　本発明は、他の吸収性衣類とそれを使用し及び製造する方法を上回る目立った利点を与
える。例えば、第１の態様においては、衣類複合材に取り付けられた身体パネルは、吸収
性複合材の一部が使用者の自然な身体のラインに適合するように広がることを可能にする
一方で、それと同時に、乾燥時の嵩張り感なしに、放出されたときに広がることができる
股領域の高い吸収能力を与える。したがって、吸収性衣類は、使用者の衣服の下に見苦し
いライン又は使用者の股領域に見苦しい膨らみをもたせずに、使用者に対して最大の快適
さを与える。さらに、吸収性複合材は、別々の要素として効率良く及び低コストで製造す
ることができ、その後に身体パネルに取り付けて低コストの組立体を与えることができる
。
【０００６】
　さらに、別の態様においては、保持部は、引き伸ばし可能な裏面シート及び上面シート
に最小限に取り付けられ、これは、保持部が使用者の身体と上面シートから遠ざかる方向
に外向きに広がることを可能にする。広がることができる場合には、保持部は、その表面
積と液体保持容積を増加させることができる一方で、同時に使用者に快適なフィット性を
与える。本質において、引き伸ばし可能な裏面シートは、好ましくは引き伸ばし可能であ
る保持部が、外向きに広がって、上面シートと保持部の身体側の面との間にスペースを生
じさせることを可能にする。さらに、好ましくは裏面シート又は保持部に互いに折り込ま
れない上面シートは、使用者に対するぴったりとした快適なフィットを与える。最小限に
取り付けられた保持部は、吸収性衣類が乾燥時に薄く狭くなるように作ることを可能にす
るが、保持部が湿潤時に上面シートから遠ざかる方向に広がることを可能にする。したが
って、吸収性衣類は、使用者に対して改善されたフィット及び快適さを与える一方で、同
時に最大の吸収力を与える。
　本発明は、さらなる目的及び利点と共に、以下の詳細な説明を付属の図面と併せて読む
ことで最も良く理解されるであろう。
【０００７】
（発明を実施するための最良の形態）
　図面に描かれている多くの特徴及び寸法、特に構成材の層及びそれらの間のスペースの
提示は、説明及び理解を容易にするために若干拡大されている。
　ここで用いられる「縦方向」という用語は、長さ又は長さ方向、特に使用者の前と後ろ
の間に延びる方向の意味であるか又はそれに関連する。ここで用いられる「横方向」とい
う用語は、側部から側部に、特に着用者の左から右に延びる方向に、位置されること、向
けられること、又はその方向に延びることを意味する。ここで用いられる「上側」、「下
側」、「内側」、及び「外側」という用語は、股領域の上に吸収性衣類を着用する使用者
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に対する方向を示すように意図されており、一方では、「内方」及び「外方」という用語
は、衣類の中心線に対する方向のことをいう。例えば、「内側」及び「上側」という用語
は、使用者の身体に最も近い側を意味する「身体側」のことをいい、一方では、「外側」
及び「下側」という用語は、使用者によって着用される外側衣類に向けて使用者の身体か
ら遠ざかる方向に面する側である「衣類側」のことをいう。
【０００８】
　図１から図３Ｂまでを参照すると、吸収性衣類は、裏面シート２と、上面シート４と、
それらの間に配置され又は挟み込まれた保持部６とを含む。裏面シートは、液体不透過性
であることが好ましいが、例えば保持部と共に障壁層が用いられるときには液体透過性で
あっても良い。例えば、一実施形態においては、裏面シートは、薄いプラスチックフィル
ムか、又は他の可撓性のほぼ液体不透過性の材料から形成することができる。ここで用い
られる「可撓性の」という用語は、応従性があり使用者の身体の大まかな形状及び輪郭に
容易に適合する材料を意味する。裏面シートは、種々の体液及び排出物が、種々の寝具又
は使用者によって吸収性衣類の上に着用される他の外側衣類を汚すのを防ぐ。特に、裏面
シートは、約０．０１２ｍｍから約０．０５１ｍｍまでの厚さを有するポリエチレンフィ
ルムのようなフィルムを含むことができる。別の代替的構成においては、裏面シートは、
吸収性保持部に隣接する又はその近位にある選択された領域に所望のレベルの液体不透過
性を付与するために部分的に又は全体的に処理されるか又は構成された、織成又は不織繊
維性ウェブ層から形成することができる。例えば、裏面シートは、気体透過性又は気体不
透過性とすることができるポリマーフィルム層にラミネートされた気体透過性の不織布層
を含んでも良い。他の繊維性の布状裏面シート材料の例は、厚さ０．６ミル（０．０１５
ｍｍ）のポリプロピレン及び／又はポリエチレンキャストフィルムと、０．７オンス毎平
方ヤード（２３．８ｇｓｍ）のポリプロピレンスパンボンド材料（２デニール繊維）とか
らなる、伸ばして薄くされた又はストレッチサーマルラミネート材料を含むことができる
。この種の材料は、キンバリー・クラーク社から市販されているＨＵＧＧＩＥＳ（登録商
標）ウルトラトリム使い捨ておむつの外側カバーを形成するのに使用されている。裏面シ
ート２は、典型的には、物品の外側カバーを与える。しかしながら、随意的には、物品は
、裏面シートに対する付加物である別個の外側カバー構成部材を含んでも良い。或いは、
裏面シートと外側カバーは、伸ばせる弾性材料から形成することができ、この「弾性」と
いう用語は、変形後にその寸法及び形状を回復し及び／又は収縮力を呈することが可能な
ことを意味する。
【０００９】
　裏面シートは、本質的に水蒸気透過性の材料か、又は水蒸気のようなガスを吸収性衣類
から逃がす一方で、液体排出物が裏面シートを通過することを実質的に防ぐ微孔性の「通
気性」材料を含んでも良い。例えば、通気性の裏面シートは、所望のレベルの液体不透過
性を付与するために被覆されるか又は他の手法で改良された微孔性ポリマーフィルムか又
は不織布から構成されてもよい。例えば、適切な微孔性フィルムは、日本の東京所在の三
井東圧化学株式会社から市販されているＰＭＰ－１材料か、又はミネソタ州ミネアポリス
所在の３Ｍ社から市販されているＸＫＯ－８０４４ポリオレフィンフィルムとすることが
できる。裏面シートはまた、より美的に感じの良い外観をもたらすために、エンボス加工
されるか、又は他の手法でパターンを形成されるか、或いはマット仕上げされてもよい。
本発明の種々の構成においては、裏面シート２のような構成材が、気体透過性である一方
で水性液体に対する抵抗性及び制限された透過性をもつように構成される場合には、液体
抵抗性の構成材は、実質的にそれを通して漏らすことなく、選択された水頭圧の水を支持
できる構造をもつことが可能である。液体の透過に対する材料の抵抗性を求めるのに適し
た技術は、連邦試験方法標準規格ＦＴＭＳ１９１方法５５１４、１９７８か又はその均等
物である。
【００１０】
　１つの好ましい実施形態においては、裏面シート２は、液体と半液体材料に対しては、
例えば尿及び便を含む排出物として定義される排出物質の望ましくない漏れを実質的に防
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ぐのに十分なだけ不透過性である。例えば、裏面シート部材は、実質的に漏らさずに少な
くとも約４５センチメートル（ｃｍ）の水頭圧を望ましくは支持することができる。或い
は、裏面シート部材２は、少なくとも約５５ｃｍの水頭圧を支持することができ、随意的
には、改善された利点を与えるために、少なくとも約６０ｃｍ又はそれ以上の水頭圧を支
持することができる。
【００１１】
　裏面シート２は、引き伸ばし可能であることが好ましく、これは、引張力がかけられた
ときに、広がることができる、すなわち選択された伸びを与えることができることを意味
する。裏面シートはまた、引張力がかけられ、次いで弛緩されたときに、引張力の除去の
直後から始まる選択された時間だけ、選択された持続的変形をもたらすことができること
が好ましい。持続的変形は、ほぼ恒久的な変形であることが好ましい。選択された伸びと
持続的変形は、衣類の少なくとも横断面方向に沿って生じることが好ましいが、縦方向又
はその両方向に沿って生じてもよいことを理解されたい。１つの好ましい実施形態におい
ては、裏面シートは、１１．８ｇ／ｃｍの引張力がかけられたときに少なくとも約１ｃｍ
の伸びを与え、さらに、１９．７０ｇ／ｃｍの引張力がかけられ、次いで、かけられる負
荷がゼロの状態で１分間弛緩されたときに、少なくとも約２０％のほぼ恒久的な変形を与
えることができる。種々の引き伸ばし可能な材料が、１９９９年２月１２日付けの「Ｅｘ
ｐａｎｄａｂｌｅ　Ｃｏｖｅｒ　Ｇａｒｍｅｎｔ」と題する米国特許出願Ｓ／Ｎ０９／２
４９，４３４号に説明されており、その開示内容の全体が、引用によりここに組み入れら
れる。
　例えば、引き伸ばし可能な裏面シートは、ネック生成布、クレープ加工布、マイクロプ
リーツ加工布、ポリマーフィルム等、並びにこれらの組み合わせから構成することができ
る。布は、織成材料か又はスパンボンド布のような不織材料であってもよい。適した引き
伸ばし可能な材料の一例は、約１．２ｏｓｙの坪量を有する６０％ネック生成ポリプロピ
レンスパンボンドである。ネック生成ポリプロピレンスパンボンドは、米国特許第４，９
６５，１２２号に記載されている。
【００１２】
　上面シート４は、応従性があり、柔軟な感触で、着用者の皮膚に刺激を与えない身体対
向面を与える。さらに、上面シート４は、保持部６より親水性の低いものとすることがで
き、液体透過性となって液体がその厚みを通して容易に浸透して保持部に到達できるよう
にするのに十分なだけ多孔性にされる。適当な上面シート層４は、多孔性発泡体、網状発
泡体、穿孔プラスチックフィルム、天然繊維（例えば木材又は綿繊維）、合成繊維（例え
ばポリエステル又はポリプロピレン繊維）、或いは天然繊維と合成繊維との組合せといっ
たウェブ材料の幅広い選択肢から製造することができる。上面シート層４は、典型的には
、着用者の皮膚を保持部に収容された液体から隔離する一助とするために用いられる。
　上面シート４に種々の織布及び不織布を用いることができる。例えば、上面シートは、
所望の繊維のメルトブローン又はスパンボンデッドウェブから構成されてもよく、ボンデ
ッド・カーデッド・ウェブであってもよい。種々の布を、天然繊維、合成繊維又はこれら
の組合せから構成することができる。
　本明細書の目的においては、「不織ウェブ」という用語は、テキスタイル織成又は編成
工程の助けを借りずに形成された繊維性材料のウェブを意味する。「布」という用語は、
織成繊維性ウェブ、編成繊維性ウェブ及び不織繊維性ウェブの全てを指すのに用いられる
。
【００１３】
　上面シート布は、実質的に疎水性の材料から構成されてもよく、疎水性材料は、随意的
に、所望のレベルの湿潤性及び親水性を付与するために、界面活性剤で処理されるか又は
他の手法で加工されてもよい。本発明の特定的な実施形態においては、上面シート４は、
約２．８－３．２デニールの繊維が、約２２ｇｓｍの坪量と約０．０６ｇｍ／ｃｃの密度
をもつウェブに形成されたものからなるスパンボンドポリプロピレン不織布である。布は
、約０．２８％のトリトンＸ－１０２界面活性剤のような有効な量の界面活性剤で表面処
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理することができる。界面活性剤は、スプレーすること、印刷すること、ブラシコーティ
ングすること等のような通常の手段のいずれかによって適用することができる。
　以下に説明する種々の実施形態においては、上面シートは、裏面シートについて上述さ
れたような引き伸ばし可能な材料から形成することができる。
【００１４】
　保持部６は、使用者によって排出され又は分泌された液体を吸収するのに伴って膨潤す
るか又は膨張する傾向があるどんな吸収体材料とすることもできる。例えば、吸収体材料
は、繊維が空気形成された空気堆積及び／又は湿式堆積複合材と、超吸収体と呼ばれる高
吸収体材料とから形成することができる。超吸収体は、典型的には、ノースカロライナ州
グリーンズボロ所在のＳｔｏｃｋｈａｕｓｅｎ社から市販されているＦＡＶＯＲ８８０の
ようなポリアクリル酸から形成される。繊維は、Ａｌｌｉａｎｃｅ　ＣＲ－１６５４のよ
うなフラフパルプ材料か、又は架橋パルプ、硬木、軟木、及び合成繊維の組合せのいずれ
かとすることができる。空気堆積及び湿式堆積構造は、典型的には、構造を安定化させる
のに用いられる結合剤を含む。さらに、種々の発泡体、吸収性フィルム、及び超吸収性布
は、吸収体材料として用いることができる。
【００１５】
　１つの好ましい実施形態においては、吸収体材料は、例えば空気堆積吸収体における熱
可塑性バインダ繊維と共に形成されるもの、例えばパルプ、二成分結合繊維、及び超吸収
体を含む、折畳まれた領域においてより高い密度を有する比較的高い内部一体性をもつ繊
維性吸収体材料から形成される。これらの領域における密度がより高くなり、その結果と
して毛管寸法がより小さくなると、液体の良好な吸上げが促進される。良好な吸上げによ
って、吸収体材料のより多くの使用が促進され、その結果として、液体を吸収したときに
吸収体材料の全体にわたってより均一に膨潤する傾向がある。
【００１６】
　種々のタイプの湿潤可能な親水性繊維性材料を用いて、吸収体の構成材部品、特に保持
部６を形成することができる。適切な繊維の例は、セルロース繊維のような本質的に湿潤
性の材料からなる天然由来の有機繊維、レーヨン繊維のようなセルロース又はセルロース
誘導体からなる合成繊維、ガラス繊維のような本質的に湿潤性の材料からなる無機繊維、
特定のポリエステル又はポリアミド繊維のような本質的に湿潤性の熱可塑性ポリマーから
形成された合成繊維、及び適切な手段によって親水性にされたポリプロピレン繊維のよう
な非湿潤性の熱可塑性ポリマーからなる合成繊維を含む。繊維は、例えばシリカで処理す
ること、適切な親水性部分をもち且つ繊維から容易に除去できない材料によって処理する
こと、或いは、繊維の形成中又は形成後に非湿潤性の疎水性繊維を親水性ポリマーで鞘状
に包むことによって、親水性にすることができる。本発明の目的においては、上述の種々
のタイプの繊維の選択されたブレンドを用いても良いことが考慮されている。
【００１７】
　ここで用いられる「親水性」という用語は、繊維に接触する水性液体によって湿潤され
る繊維又は繊維の表面を表す。材料の湿潤度は、関係する液体と材料の接触角及び表面張
力によって説明することができる。特定の繊維材料の湿潤性を測定するのに適した装置及
び技術は、Ｃａｈｎ　ＳＦＡ－２２２表面力分析器システム又はこれと実質的に同等なシ
ステムによって与えられる。このシステムで測定する場合は、９０度より小さい接触角を
有する繊維は「湿潤性」すなわち親水性を示し、９０度に等しいか又はそれより大きい接
触角を有する繊維は「非湿潤性」すなわち疎水性を示す。
【００１８】
　特定の配置においては、吸収体の保持部６は、超吸収体ヒドロゲル形成粒子と合成ポリ
マーメルトブローン繊維との混合物か、又は超吸収体粒子が天然繊維及び／又は合成ポリ
マー繊維のブレンドからなる繊維性コフォーム材料と混合されたものから構成されてもよ
い。超吸収体粒子は、親水性繊維と実質的に均一に混合されてもよいし、不均一に混合さ
れてもよい。例えば、超吸収体粒子の濃度は、吸収性複合材の身体側に向かうにつれて濃
度が低くなり、吸収性構造体の外側に向かうにつれて濃度が比較的高くなるように、吸収
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性構造体の厚さ（ｚ－方向）の大部分にわたって非階段状の勾配をもつように構成しても
よい。適切なｚ－勾配構成は、Ｋｅｌｌｅｎｂｅｒｇｅｒ他の１９８７年８月１３日付け
の米国特許第４，６９９，８２３号に記載されており、その開示内容の全ては、本開示に
一致する（不一致ではない）という意味で引用することによりここに組み入れられる。或
いは、超吸収体粒子の濃度は、吸収性複合材の身体側に向かうにつれて濃度が高くなり、
吸収性構造体の外側に向かうにつれて濃度が比較的低くなるように、吸収性構造体の厚さ
（ｚ－方向）の大部分にわたって非階段状の勾配をもつように構成してもよい。超吸収体
粒子はまた、親水性繊維のマトリックス内にほぼ個別の層状に配置されても良い。さらに
、２つ又はそれ以上の異なるタイプの超吸収体を、繊維マトリックス内に又はそれに沿う
異なる位置に選択的に配置しても良い。
【００１９】
　高吸収体材料は、超吸収体のような吸収性ゲル化材料を含んでも良い。吸収性ゲル化材
料は、天然、合成、及び修飾天然ポリマー及び材料とすることができる。さらに、さらに
、吸収性ゲル化材料は、シリカゲルのような無機材料か、又は架橋ポリマーのような有機
化合物とすることができる。「架橋」という用語は、通常水溶性の材料を、効果的に、実
質的に非水溶性かつ水膨潤性にするための何らかの手段を指す。こうした手段は、例えば
、物理的交絡、結晶ドメイン、共有結合、イオン結合型錯体及び会合、水素結合のような
親水性会合、及び疎水性会合すなわちファンデルワールス力を含む。
【００２０】
　合成吸収性ゲル化材料ポリマーの例は、ポリ（アクリル酸）及びポリ（メタクリル酸）
のアルカリ金属及びアンモニウム塩、ポリ（アクリルアミド）、ポリ（ビニルエーテル）
、ビニルエーテルとα－オレフィンとの無水マレイン酸共重合体、ポリ（ビニルピロリド
ン）、ポリ（ビニルモルフォリノン）、ポリ（ビニルアルコール）、並びにこれらの混合
物及び共重合体を含む。吸収体に使用するのに適した他のポリマーは、加水分解されたア
クリロニトリル・グラフトでんぷん、アクリル酸グラフトでんぷん、メチルセルロース、
キトサン、カルボキシメチルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロースのような天然高
分子及び改質された天然高分子と、アルギン酸塩、キサンタンガム、イナゴマメガムなど
のような天然ガムとを含む。天然の吸収性ポリマーと完全に又は部分的に合成された吸収
性ポリマーとの混合物も本発明において有用となり得る。その他の好適な吸収性ゲル化材
料は、１９７５年８月２６日付けのＡｓｓａｒｓｓｏｎ他の米国特許第３，９０１，２３
６号に開示されている。合成吸収性ゲル化ポリマーを調製するプロセスは、１９７８年２
月２８日付けのマスダ他の米国特許第４，０７６，６６３号と、１９８１年８月２５日付
けのツバキモト他の米国特許第４，２８６，０８２号に開示されている。
【００２１】
　既に説明したように、吸収体に用いられる高吸収体材料は、通常は個々の粒子の形態で
ある。この粒子は、例えば、渦巻き、半渦巻き、立方体、棒状、多面体などの所望の形状
のいずれとすることもできる。針、フレーク、及び繊維のような大きい方の寸法と小さい
方の寸法との比が大きい形状も、ここでの使用が考慮される。吸収性ゲル化材料の粒子の
集合体も、吸収体に使用することができる。使用に望ましいのは、平均粒径が約２０マイ
クロメートルから約１ミリメートルまでの粒子である。
　親水性繊維と高吸収性粒子は、約５０－１５００ｇｓｍの範囲内の平均複合坪量をなす
ように構成することができる。本発明の特定の態様においては、平均複合坪量は、約２０
００－１２００ｇｓｍの範囲内であり、或いは、所望の性能を与えるために約５００－８
００ｇｓｍの範囲内とされる。さらに、高吸収性粒子の比率は、約０から約１００％まで
の範囲にわたることができ、繊維性材料の比率は約０から約１００％までである。また、
英国リンカンシャー州グリムズビー所在のＴｅｃｈｎｉｃａｌ　Ａｂｓｏｒｂｅｎｔ　Ｌ
ｔｄ．から入手可能なＯａｓｉｓ　Ｔｙｐｅ１２１及びＴｙｐｅ１２２超吸収体繊維のよ
うな高吸収性繊維を用いることができる。
　吸収性衣類はさらに、吸収性衣類に一般的に知られ及び用いられている種々のラップシ
ート、サージ層、及び他の構成材を含むことができることを理解されたい。
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【００２２】
　図１－図３Ｂを参照すると、裏面シート２と上面シート４は、縦方向及び横方向に延び
、吸収性衣類の長さ及び幅を定めることが好ましい。他の実施形態においては、衣類は、
種々のウエストバンド又は身体パネル、或いは裏面シート及び上面シートの端に固定され
た他の構成材を含んでも良い。裏面シートと上面シートの各々は、吸収性衣類の各端にお
いて横方向外側に延びる耳部８と、耳部８の間に延びる凹形の周辺側縁１０を有する。好
ましくは、弾性部材１２は、周辺側縁に沿って固定される。弾性部材は、使用者の脚部に
ガスケットを形成することが好ましい。弾性部材はまた、衣類のウエストバンド領域の周
りに固定することができる。
【００２３】
　好ましくは、この実施形態においては、それらの間に配置される保持部をもつ、裏面シ
ートと上面シートとの組み合せが、付加的な身体パネルなしに、衣類全体を構成するか、
或いは衣類の形状又は計画表面積を定める。もちろん、外側カバーを含む他の層を裏面シ
ートと表面シートとの間に固定するか又は挟み込むことができることを理解されたい。締
結タブ１４は、衣類の一方の端における耳部の両端に取り付けられ、且つそこから横方向
に延びる。締結タブは、ＶＥＬＣＲＯ（登録商標）締結システムのようなフック及び／又
はループを備えることもできるし、その片面に適用された接着剤又は他の結合剤を有する
こともできる。或いは、締結タブは、ボタン、スナップ、タイ、又は他の公知の締結装置
を含むことができる。衣類を使用者に装着するときには、衣類の一方の端１６における耳
部８に固定された締結タブ１４が、衣類の反対側の端１８における耳部８に係合されるか
又は他の手法で結合される。この方法で固定されるときには、衣類の各側に凹形の周辺縁
１０に沿って開口部が形成され、使用者の脚を受け入れる形状にされる。
　耳部は、それらの外方縁２０の各々に沿って別の手法で固定して側部シームを形成する
ことができ、そのとき衣類は、脚開口部を通して使用者の身体に対して穿かせたり脱がせ
たりされるパンツとして構成されることを理解されたい。
【００２４】
　図１－図３Ｂに示されるように、縦方向に延びる保持部６は、吸収性衣類の全長にわた
って延びないことが好ましい。
　図１Ａを参照すると、裏面シート２は引き伸ばし可能であることが好ましい。裏面シー
トの外方周辺縁３２は、裏面シートが上面シートに最小限に取り付けられるように、外方
周辺縁３４に沿って上面シート４に固定される。好ましい実施形態においては、裏面シー
ト２と上面シート４との間の取り付け部のみが、側部の外方縁３２、３４に沿う。もちろ
ん、裏面シートと上面シートは、他の領域に沿って、例えば吸収性衣類の端に沿って最小
限に取り付けることもできることを理解されたい。制限された取り付けは、種々の体液及
び排出物が放出された後に保持部が膨潤するのに伴って、上面シートによって制限される
ことなく、引き伸ばし可能な裏面シートが使用者の身体から遠ざかる方向に外向きに延び
ることを可能にする。裏面シートと上面シートは、結合剤又は接着剤、超音波結合、熱結
合、ピンニング、ステッチング、又は当該技術分野で知られているその他の取り付け技術
、並びにこれらの組み合わせによって最小限に取り付けることができる。好ましくは、取
り付け部の面積は、裏面シート２か又は上面シート４のいずれかの面積の３０％より少な
く、もっと好ましくは、裏面シート２か又は上面シート４のいずれかの面積の２０％より
少なく、もっとも好ましくは、裏面シート２か又は上面シート４のいずれかの面積の１０
％より少ない。図１－図１Ｂの好ましい実施形態に示されるように、保持部６は、裏面シ
ートか又は上面シートのいずれかに取り付けられず、むしろそれらの間に自由に浮動する
状態で単に挟み込まれることが好ましい。
【００２５】
　図１Ｂを参照すると、吸収性衣類はさらに、使用者の身体から遠ざかる方に面する保持
部の側部３８に固定された障壁層３６を備え、障壁層は、保持部の一部と考えられる。同
様に、保持部はまた、例えば及び限定的な意味ではなく、種々のティッシュ、障壁又はサ
ージ層を含む吸収体材料の内側の身体側又は外側の衣類側の一方又は両方に固定された他
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の層を含んでも良いことを理解されたい。障壁層３６は、液体不透過性であることが好ま
しく、裏面シートについて上述されたのと同じ材料から形成することができる。障壁層３
６は、縦方向及び横方向の両方において保持部を越えて延びることが好ましい。図２及び
図２Ａを参照すると、吸収性衣類の別の実施形態が示されている。この実施形態において
は、保持部６の外側又は下側３８、すなわち使用者の身体から遠ざかる方向に外側に面す
る衣類側は、裏面シート２に最小限に取り付けられる。好ましくは、保持部６は、縦方向
位置４２に沿って、より好ましくは保持部６の中心線又は中央領域に沿って最小限に取り
付けられる。上面シート４と裏面シート２はまた、保持部６の端を越える縦方向の広がり
４２に沿って、好ましくは上述のような取り付け面積の割合で最小限に取り付けることが
できる。好ましくは、縦方向に延びる中央取り付け面積は、保持部の外面の表面積の３０
％より少なく、さらに好ましくは、保持部の横方向の幅の３０％より少ないのがよい。１
つの好ましい実施形態においては、取り付け面積は、保持部の外面の表面積の２０％より
少なく、より好ましくは１０％より少なく、さらに好ましくは保持部の横方向の幅の２０
％より少なく、より好ましくは１０％より少ないのがよい。
【００２６】
　保持部は、結合剤又は接着剤、超音波結合、熱結合、ピンニング、ステッチング、又は
当該技術分野で知られているその他の取り付け技術、並びにこれらの組み合わせによって
裏面シートに最小限に取り付けられることが好ましい。図２Ｂに示すように、障壁層３６
は、該障壁層が保持部の一部と考えられるように保持部６の下側３８に固定することがで
き、障壁層３６は、好ましくは上述の取り付け面積の割合で裏面シート２の身体側面４４
に最小限に取り付けられる下側面４８を有する。保持部６の裏面シート２への取り付けは
、保持部６が裏面シート２と共に上面シート４から遠ざかる方向に外向きに延びることを
可能にし、それにより上面シート４と保持部６との間にスペースを生じさせる。
【００２７】
　図３及び図３Ａを参照すると、吸収性衣類のさらに別の実施形態においては、保持部の
下側３８、すなわち使用者の身体から遠ざかる方向に外向きに面する側が、上述のように
裏面シート２に最小限に取り付けられ、上側４０、すなわち保持部６の身体側の面が上面
シート４の下側面４６に最小限に取り付けられる。上面シート４は、使用者の身体から引
き離すことができるように、引き伸ばし可能であることが好ましい。引き伸ばし可能な上
面シートは、上述の引き伸ばし可能な材料から形成されることが好ましい。好ましくは、
保持部６は、縦方向に延びる位置４２に沿って、より好ましくは上部側４０及び下部側３
８における保持部の中心線に沿って、裏面シートと上面シートに最小限に取り付けられる
。好ましくは、保持部と上面シートとの間の縦方向に延びる中央取り付け面積は、保持部
の内側の身体側面の表面積の３０％より少なく、さらに好ましくは、保持部の横方向の幅
の３０％より少ない。１つの好ましい実施形態においては、取り付け面積は、保持部の内
面の表面積の２０％より少なく、より好ましくは１０％より少なく、さらに好ましくは保
持部の横方向の幅の２０％より少なく、より好ましくは１０％より少ないのがよい。
【００２８】
　保持部６は、結合剤又は接着剤、超音波結合、熱結合、ピンニング、ステッチング、又
は当該技術分野で知られているその他の取り付け技術、並びにこれらの組み合わせによっ
て裏面シートに最小限に取り付けられることが好ましい。図３Ｂに示すように、障壁層３
６は、該障壁層が保持部の一部と考えられるように保持部６の下側３８に固定することが
でき、障壁層３６は、裏面シートの身体側面４４に最小限に取り付けられる下側面４８を
有する。保持部６の裏面シート２と上面シート４への取り付けは、保持部６が上面シート
４と裏面シート２を使用者の身体から遠ざかる方向に外向きに引き伸ばすことを可能にし
、それにより上面シート４と保持部６との間に空きスペースを生じさせる。
【００２９】
　図４及び図４Ａを参照すると、底部５２と、両側の側部領域に沿って形成された一対の
ｚ字形折畳み部５６、５８又はプリーツを有する引き伸ばし可能な保持部５０を含むもの
として吸収性衣類の別の実施形態が示されている。保持部の折畳まれ重ねられた他の種々
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の構成は、本出願と同じ日に出願された「Ａｂｓｏｒｂｅｎｔ　Ｇａｒｍｅｎｔ　Ｗｉｔ
ｈ　Ｅｘｐａｎｄａｂｌｅ　Ａｂｓｏｒｂｅｎｔ　Ｅｌｅｍｅｎｔ」と題する米国特許出
願Ｓ／Ｎ第０９／８５５，１８２号に示され及び説明されており、その開示内容の全体は
引用によりここに組み入れられる。ここで用いられる「引き伸ばし可能」という用語は、
例えば折畳むことによってその広がり又は面積を拡大すること又は増大させることを意味
する。折畳み部の一番上の外方周辺縁６０は、保持部の長さに沿って上面シートに取り付
けられる。折畳み部５８、５６の内方折畳み縁６２は、それらの間に開口部６４を形成し
て、保持部５０によって種々の体液を捕捉し吸収できるようにする。保持部５０は、結合
剤又は接着剤、超音波結合、熱結合、ピンニング、ステッチング、又は当該技術分野で知
られているその他の取り付け技術、並びにこれらの組み合わせによって裏面シートに最小
限に取り付けられることが好ましい。折畳まれた保持部５０は、種々の体液及び排出物を
吸収することができる付加的な表面積を与える。保持部５０は、該保持部が裏面シートに
対して自由に浮動するように、裏面シート２に直接取り付けられないことが好ましい。吸
収性衣類に身体排出物が放出されるのに伴って、保持部５０は、引き伸ばし可能な裏面シ
ート２と共に、使用者の身体から遠ざかる方向に外向きに広がり、それにより、身体に対
する上面シート４の位置に影響を及ぼすことなく、空隙容量を増大させる。上面シート４
は、どんな折畳み部をももたず、裏面シートの保持部と相互に折り込まれず、むしろ使用
者の身体に対してほぼ平らな状態を維持して快適なぴったりとしたフィット性をもたらす
ことが好ましい。
【００３０】
　図４Ｂを参照すると、障壁層６６は、保持部５０と裏面シート２との間に配置すること
ができる。障壁層６６は、裏面シート２と保持部５０の折畳み部５６、５８の周りをラッ
プするか又は相互に折り込むことができる横方向の縁６８を含む。障壁層６６は、保持部
の一部と考えられるように保持部５０に取り付けるか、又は裏面シート２に、或いはそれ
らの間を自由に浮動できるように取り付けることができる。
　図５及び図５Ａを参照すると、吸収性衣類の別の実施形態が示されている。この実施形
態においては、保持部５０の下側７０、すなわち使用者の身体から遠ざかる方向に外向き
に面する側が、裏面シートにさらに最小限に取り付けられる。保持部は、好ましくは縦方
向位置４２に沿って、より好ましくは保持部の中心線又は中央領域４２に沿って最小限に
取り付けられる。縦方向に延びる中央取り付け面積は、保持部の外側の衣類側の表面積の
、すなわち保持部５０の横方向の折畳まれない幅の３０％より少ないことが好ましい。１
つの好ましい実施形態においては、取り付け面積は、保持部の外面の表面積の、すなわち
保持部の横方向の折畳まれない幅の２０％より少なく、より好ましくは１０％より少ない
のがよい。
【００３１】
　保持部５０は、結合剤又は接着剤、超音波結合、熱結合、ピンニング、ステッチング、
又は当該技術分野で知られているその他の取り付け技術、並びにこれらの組み合わせによ
って裏面シート２に最小限に取り付けられることが好ましい。図５Ｂに示されるように、
障壁層６６は、該障壁層が保持部の一部と考えられるように保持部５０の下側７０に固定
することができ、障壁層６６は、裏面シート２の身体側面４４に最小限に取り付けられる
下側面７２を有する。保持部の裏面シートへの取り付けは、保持部５０が引き伸ばし可能
な裏面シート２と共に上面シート４から遠ざかる方向に外向きに延びることを可能にし、
それにより上面シート４と保持部５０との間にスペースを生じさせる。
【００３２】
　図６及び図６Ａを参照すると、吸収性衣類のさらに別の実施形態においては、保持部５
０の下側７０、すなわち使用者の身体から遠ざかる方向に外向きに面する側が、裏面シー
トと上側７４にさらに最小限に取り付けられるか、又は保持部５０の身体側の面が上面シ
ートの下側の面４６に最小限に取り付けられる。上面シートは、使用者の身体から引き離
せるように引き伸ばし可能であることが好ましい。保持部５０は、好ましくは縦方向に延
びる位置４２に沿って、より好ましくは保持部の両側の側縁の中間にある上側及び下側の
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保持部の中心線に沿って最小限に取り付けられる。保持部の各側の縦方向に延びる中央取
り付け面積は、内側の身体側の表面積の３０％より少なく、或いは２０％より少なく、好
ましくは１０％より少ないのがよく、保持部の外側の衣類側の表面積の、すなわち保持部
５０の横方向の折畳まれない幅の３０％より少なく、或いは２０％より少なく、好ましく
は１０％より少ないのがよい。１つの好ましい実施形態においては、取り付け面積は、保
持部の外面の表面積の、すなわち保持部の横方向の折畳まれない幅の２０％より少なく、
より好ましくは１０％より少ないのがよい。保持部５０は、結合剤又は接着剤、超音波結
合、熱結合、ピンニング、ステッチング、又は当該技術分野で知られているその他の取り
付け技術、並びにこれらの組み合わせによって裏面シートに最小限に取り付けられること
が好ましい。
【００３３】
　図６Ｂに示されるように、障壁層６６は、該障壁層が保持部の一部と考えられるように
保持部の下側７０に固定することができ、障壁層は、裏面シート２の身体側面４４に最小
限に取り付けられる下側面７２を有する。保持部の裏面シート２及び上面シート４への取
り付けは、保持部が上面シートと裏面シートを使用者の身体から遠ざかる方向に外向きに
引っ張って延びることを可能にし、それにより上面シートと使用者の身体との間に空隙ス
ペースを生じさせる。
【００３４】
　図７－９Ｃを参照すると、使い捨て吸収性衣類の種々の別の実施形態が示されている。
図７－図９Ｃの実施形態においては、吸収性複合材１００は、一方の端１１６から他方の
端１１８までの衣類の広がり全体に沿って縦方向に延びる。一対の前身体パネル１０８は
、一方の端に隣接する吸収性複合材の両側の側部領域１８２に固定される内方縁１８０を
有する。同様に、一対の背身体パネル２０８は、一方の端に隣接する吸収性複合材の両側
の側部領域１８２に固定される内方縁２８０を有する。身体パネル１０８、２０８は、吸
収性複合材から横方向外向きに延びて、耳部を形成する。
【００３５】
　締結タブ１１４は、背身体パネルの外方縁２８２に取り付けられ、且つそこから横方向
に延びる。締結タブは、前身体パネルに、又は前身体パネルと背身体パネルとの両方に取
り付けることができることを理解されたい。締結タブは、ＶＥＬＣＲＯ（登録商標）締結
システムのようなフックとループとの組合せから形成することができ、或いは、その片面
に適用された接着剤又は他の結合剤を有することもできる。或いは、締結タブは、ボタン
、スナップ、タイ、又は他の公知の締結装置を含むことができる。衣類を使用者に装着す
るときには、吸収性複合材の一方の端１１６における身体パネル２０８に固定された締結
タブ１１４が、衣類の反対側の端における身体パネル１０８に係合されるか又は他の手法
で結合される。この方法で固定されるときには、吸収性複合材の各側に開口部が形成され
、吸収性複合材の周辺縁１８４はさらに、衣類の股領域に沿って開口部を定める。固定さ
れたときには、前及び背身体パネル１０８、２０８が、両側の身体パネルを形成する。
　前及び背身体パネルの外方縁２２０、２８２は、例えば、結合すること又は縫うことに
よって接続されて、パンツ状衣類のシームを形成する。或いは、前及び背身体パネルは、
吸収性複合材の両側の端１１６、１１８に取り付けられた単一の側部パネルとして一体に
形成することができる。
【００３６】
　本発明の特定の態様においては、身体パネル１０８、２０８のいずれか又は全ては、種
々の坪量及び特性をもつ多種多様な材料から構成されてもよい。例えば、身体パネル材料
は、編成又は他の織成布、不織布、ポリマーフィルム、ラミネート等、並びにそれらの組
合せを含んでもよい。身体パネルは弾性材料から形成されることが好ましく、「弾性」と
いう用語は、変形後にその寸法及び形状の少なくとも幾らかの程度を回復し、及び／又は
収縮力を呈することができることを意味する。身体パネルはまた、引き伸ばし可能な材料
から形成することもできる。個々の身体パネルの各々は、異なる材料から構成されてもよ
いし、実質的に同じ材料から構成されてもよいことが、すぐに認識されるであろう。
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　本発明の種々の構成においては、身体パネル材料の坪量は、少なくとも最小約１０ｇ／
ｍ2とすることができる。或いは、坪量は、少なくとも約２０ｇ／ｍ2とすることができ、
随意的には、改善された利点を与えるために、少なくとも約４０ｇ／ｍ2とすることがで
きる。さらなる態様においては、身体パネル材料の坪量は、最大約１００ｇ／ｍ2より少
ないものとすべきである。或いは、坪量は、約８０ｇ／ｍ2より少ないものとすることが
でき、随意的には、改善された性能を与えるために、約６０ｇ／ｍ2より少ないものとす
ることができる。
【００３７】
　本発明の異なる構成においては、身体パネル材料は、空気に対して実質的に透過性とさ
れてもよいし、空気に対して実質的に不透過性とされてもよい。身体パネル材料はまた、
実質的に液体透過性とされてもよいし、実質的に液体不透過性とされてもよい。特定の配
置においては、身体パネル材料は、実質的に非エラストマー性であってもよい。他の態様
においては、身体パネルは、少なくとも物品の横方向の幅に沿ってエラストマー的に伸ば
すことができるエラストマー性材料を含むことができる。こうしたエラストマー性材料の
例は、米国特許第５，３３６，５４５号に記載されたネック・ボンデッド・ラミネート（
ＮＢＬ）、米国特許第４，７２０，４１５号に記載されたストレッチ・ボンデッド・ラミ
ネート（ＳＢＬ）、ネック生成サーマルラミネート等、並びにこれらの組合せを含むこと
ができる。こうしたラミネートは、布状の感触とエラストマー的な伸長性との改善された
組合せを与えることができる。
【００３８】
　所望の構成においては、エラストマー性身体パネル材料は、少なくとも約３％、望まし
くは少なくとも約５％のエラストマー的な伸長性を与えることができる。或いは、伸長性
は、少なくとも約１０％とすることができ、随意的には、改善された性能を与えるために
少なくとも約２０％とすることができる。他の態様においては、エラストマー的な伸長性
は、約２００％より少ないものとすることができ、望ましくは約１００％より少ないもの
とすることができる。或いは、伸長性は、約５０％より少ないものとすることができ、随
意的には、改善された性能を与えるために、約３０％より少ないものとすることができる
。
　エラストマー的な伸び又は他の伸長の割合は、次式に従って求めることができる。
１００＊（（Ｌ－Ｌ0）／Ｌ0）
ここで、Ｌ＝伸びた長さ、Ｌ0＝最初の長さ、である。
　さらに、伸長量は、適用される引張力の方向に対して垂直に計測された幅１インチ当た
り１００グラム重量の引張力がかけられた状態で求められる。
【００３９】
　吸収性複合材は、裏面シート１０２と、上面シート１０４と、それらの間に挟み込まれ
た保持部１５０とを含む。１つの好ましい実施形態においては、上面シート１０４と裏面
シート１０２との各々は、複合材１００の縦方向の広がりのほぼ全体にわたって延びる。
弾性部材１１２は、好ましくは横方向の縁部１３２、１３４の少なくとも一部に沿って、
より好ましくは少なくとも使用者の脚用の開口部の一部を形成する露出された側部領域に
沿って、上面シート１０４と裏面シート１０２との間に固定される。裏面シートと上面シ
ートは、上述の種々の材料の１つ又はそれ以上から形成されることが好ましい。
　図７－図７Ｃに示された実施形態においては、裏面シート１０２、保持部１５０、及び
上面シート１０４の各々は、両側の側部に沿って形成されたｚ字形の折畳み部１２８、１
２６、１５６、１５８、１９０、１９２又はプリーツ３０、５４、１９４を含む。裏面シ
ート、保持部、及び上面シート１０４の各々の折畳み部１２６、１２８、１５６、１５８
、１９０、１９２は、互いに折り込まれることが好ましい。上面シート１０４と裏面シー
ト１０２は、その各側の保持部１５０を越えて横方向に延びることが好ましい。
【００４０】
　最初に折畳まれ又は圧縮された構成においては、吸収性複合材１００の横方向の幅は、
最初の複合材の幅Ｃｗｉとして定められる。吸収性衣類が使用者によって取り付けられ又
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は着用される際に、身体パネル１０８、２０８は、その端１１６、１１８において吸収性
複合材の横方向の縁１８４を横方向外向きの方向に引っ張る。それにより、身体パネルと
吸収性複合材の端部は、使用者の身体のライン／輪郭に適合するように横方向外向きに広
げられる。この構成においては、裏面シートと上面シートの互いに折り込まれた折り畳み
部の少なくとも一部は、複合材の端１１６、１１８の各々に隣接して折畳まれない。使用
者の身体の寸法に応じて、好ましくは、裏面シート１０２と上面シート１０４の端領域は
、快適なぴったりとしたフィットをもたらすように、使用者の身体に対してほぼ平らに引
っ張られる。身体パネル１０８、２０８は、衣類が様々な異なる身体の寸法に適合できる
ように、付加的な可撓性を与えることが好ましい。吸収性複合材の端が横方向に広げられ
るのと同時に、吸収性複合材の介在部すなわち股領域は、圧縮された構成のまま維持され
、Ｃｗｉの幅をもつことが好ましい。
　衣類に放出されたときに、吸収性複合材１００の股領域１９８は、使用者の身体から離
れる方向に下向きに広がって衣類の液体保持容量を増大させる。
【００４１】
　図７Ｃに示されるように、吸収性複合材の広げられた端１１６、１１８は、裏面シート
の底部１２２と折畳み部１２６、１２８の幅の和にほぼ等しい複合材の幅を有する。吸収
性複合材の最大のすなわち最終的な広げられた幅は、Ｃｗｆとして定められる。この場合
には、吸収性複合材を広げることができる量、すなわちその拡張ファクタ（Ｃｆ）は、Ｃ
ｗｆとＣｗｉとの間の差を最初の幅で割ること、すなわちＣｆ＝（Ｃｗｆ－Ｃｗｉ）／Ｃ
ｗｉによって算出される。Ｃｆは、０．１より大きいことが好ましい。
　好ましい実施形態においては、吸収性衣類はさらに、吸収性複合材の端１１６、１１８
に沿って固定される横方向に延びるウエスト弾性部材（図示せず）を含む。
【００４２】
　図８－図８Ｃを参照すると、吸収性衣類の別の実施形態が、裏面シートの外面３０２に
わたって、裏面シート、上面シート、及び／又は身体パネルの１つ又はそれ以上に最小限
に取り付けられた引き伸ばし可能なカバー３００を含むものとして示されている。カバー
は流体透過性であることが好ましく、裏面シートは障壁層として働くが、カバーは流体不
透過性であってもよい。好ましくは、引き伸ばし可能なカバー３００は、少なくとも裏面
シートの縦方向の広がりに沿って裏面シート１０２の両側の側縁１３２に取り付けられた
両側の横方向側縁３０４を有する。カバーは、上述の引き伸ばし可能な材料から形成され
ることが好ましい。この実施形態においては、流体不透過性の裏面シート１０２又は障壁
層は、吸収性複合材の縦方向の広がりの全体に亘って延びずに、むしろカバー３００と上
面シート１０４より短いことが好ましい。引き伸ばし可能なカバー１０４は、使用者によ
って取り付けられるか又は着用されるまで、吸収性複合材１００の圧縮された又は折畳ま
れた構成を維持する一助となる。さらに、引き伸ばし可能なカバー３００は、衣類に連続
的な布状のテキスチャーを与える。カバーの引き伸ばし性の割合は、複合材を横方向に広
げることができる量に影響する。使用の際に、身体パネル１０８、２０８は、引き伸ばし
可能な吸収性複合材１００を横方向外向きに引っ張り、引き伸ばし可能なカバー３００が
吸収性複合材と共に伸び、それにより使用者の身体に対して適合する一方で、同時に衣類
に布状のテキスチャーを生じさせる。引き伸ばし可能なカバーは、好ましくは、１１．８
ｇ／ｃｍの引張力がかけられたときに、少なくとも約１ｃｍの伸びを与えることができる
のがよい。引き伸ばし可能なカバー３００はさらに、１９．７０ｇ／ｃｍの引張力がかけ
られ、次いで、かけられる力がゼロの状態で１分間弛緩されたときに、少なくとも約２０
％のほぼ恒久的な変形を与える。
【００４３】
　図９－図９Ｃに最も良く示されている吸収性複合材のさらに別の実施形態を参照すると
、吸収性複合材１００は、引き伸ばし可能な、折畳まれていない上面シート４００を含む
。この実施形態においては、上面シートは、下にある保持部と裏面シートが広がるのに伴
って、吸収性衣類の端１１６、１１８に沿って横方向外向きに延びる。引き伸ばし可能な
上面シート４００は、裏面シート１０２とカバー３００の外方の横方向縁１３２、３０４
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に最小限に取り付けられることが好ましい。引き伸ばし可能な上面シート４００とカバー
３００との両方は、吸収性衣類の長さを定める縦方向の広がりをもち、裏面シートの端を
超えて縦方向に延びる領域において、上面シート４００及びカバー３００は、非常に柔軟
な、適合性のある、通気性の複合材を与える。衣類が使用者に着用されたときには、身体
パネルは、吸収性複合材の端１１６、１１８を横方向外向きに引っ張り、引き伸ばし可能
なカバーと上面シート４００が伸びて使用者の身体に適合する。好ましくは、引き伸ばし
可能な上面シート４００は、１１．８ｇ／ｃｍの引張力がかけられたときに、少なくとも
約１ｃｍの伸びを与えることができるのがよい。引き伸ばし可能な上面シート４００はさ
らに、１９．７０ｇ／ｃｍの引張力がかけられ、次いで、かけられる力がゼロの状態で１
分間弛緩されたときに、少なくとも約２０％のほぼ恒久的な変形を与える。
【００４４】
　本発明は、好ましい実施形態に関連して説明されてきたが、当業者であれば、本発明の
精神及び範囲から逸脱することなく、形式的に及び詳細に変更を加えてもよいことを認識
するであろう。したがって、上記の詳細な説明は、制限するものではなく説明するものと
みなされることが意図されており、その全ての均等物を含む特許請求範囲の請求項は、本
発明の範囲を定めることが意図されている。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１】身体側から見た吸収性衣類の１つの好ましい実施形態の部分的に切り取られた平
面図である。
【図１Ａ】図１に示された吸収性衣類の１つの好ましい実施形態の概略的な断面図である
。
【図１Ｂ】図１に示された吸収性衣類の別の好ましい実施形態の概略的な断面図である。
【図２】身体側から見た別の好ましい吸収性衣類の部分的に切り取られた平面図である。
【図２Ａ】図２に示された吸収性衣類の１つの好ましい実施形態の概略的な断面図である
。
【図２Ｂ】図２に示された吸収性衣類の別の好ましい実施形態の概略的な断面図である。
【図３】身体側から見た別の好ましい吸収性衣類の部分的に切り取られた平面図である。
【図３Ａ】図３に示された吸収性衣類の１つの好ましい実施形態の概略的な断面図である
。
【図３Ｂ】図３に示された吸収性衣類の別の好ましい実施形態の概略的な断面図である。
【図４】身体側から見た別の好ましい吸収性衣類の部分的に切り取られた平面図である。
【図４Ａ】図４に示された吸収性衣類の１つの好ましい実施形態の概略的な断面図である
。
【図４Ｂ】図４に示された吸収性衣類の別の好ましい実施形態の概略的な断面図である。
【図５】身体側から見た別の好ましい吸収性衣類の部分的に切り取られた平面図である。
【図５Ａ】図５に示された吸収性衣類の１つの好ましい実施形態の概略的な断面図である
。
【図５Ｂ】図５に示された吸収性衣類の別の好ましい実施形態の概略的な断面図である。
【図６】身体側から見た別の好ましい吸収性衣類の部分的に切り取られた平面図である。
【図６Ａ】図６に示された吸収性衣類の１つの好ましい実施形態の概略的な断面図である
。
【図６Ｂ】図６に示された吸収性衣類の別の好ましい実施形態の概略的な断面図である。
【図７】身体側から見た別の好ましい吸収性衣類の部分的に切り取られた平面図である。
【図７Ａ】図７に示された吸収性衣類の線７Ａ－７Ａに沿って見た好ましい実施形態の概
略的な断面図である。
【図７Ｂ】図７に示された吸収性衣類の線７Ｂ－７Ｂに沿って見た好ましい実施形態の概
略的な断面図であり、吸収性複合材は広げられていない状態で示されている。
【図７Ｃ】図７に示された吸収性衣類の線７Ｃ－７Ｃに沿って見た別の好ましい実施形態
の概略的な断面図であり、吸収性複合材は広げられた状態で示されている。
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【図８】身体側から見た別の好ましい吸収性衣類の平面図である。
【図８Ａ】図８に示された吸収性衣類の線８Ａ－８Ａに沿って見た好ましい実施形態の概
略的な断面図である。
【図８Ｂ】図８に示された吸収性衣類の線８Ｂ－８Ｂに沿って見た好ましい実施形態の概
略的な断面図であり、吸収性複合材は広げられていない状態で示されている。
【図８Ｃ】図８に示された吸収性衣類の線８Ｃ－８Ｃに沿って見た好ましい実施形態の概
略的な断面図であり、吸収性複合材は広げられた状態で示されている。
【図９】身体側から見た別の好ましい吸収性衣類の平面図である。
【図９Ａ】図９に示された吸収性衣類の線９Ａ－９Ａに沿って見た好ましい実施形態の概
略的な断面図である。
【図９Ｂ】図９に示された吸収性衣類の線９Ｂ－９Ｂに沿って見た好ましい実施形態の概
略的な断面図であり、吸収性複合材は広げられていない状態で示されている。
【図９Ｃ】図９に示された吸収性衣類の線９Ｃ－９Ｃに沿って見た好ましい実施形態の概
略的な断面図であり、吸収性複合材は広げられた状態で示されている。
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